
林による霧の捕捉について(第 I 報)

Hirobwni Orl:A: On the Capture of Fog Pa:τticles by the Forest. (ll) 

大 i市浩 女了

第 I章まえおき

~ 1. 1951 年度の観測結果のあらまし

1951 年の夏に落イ[小学校目、j近の林で行ったìlllJ定によれば，林の極穎によって識の付対足効果

が非常にちがうことがわかった。そしてそのちがいは~~~ill:がま!日通くなるほどはっきりとるらわ

れた。 3 つの林 X1 ， X2 , X3 のうち ， X2 の林の単位田I杭が 1 時I Il Jに捕捉した霧ノk量を 1 とし

て，他の 2 つの林が単位両院当り 1 時H日に捕捉した量がどの位の割合であったかを湯の種類別

に示すと失のようになるつ

霧の極類 | ア メ キリサメ| キ リ

VjH  O.I~1 1~10 1O~100 

1

2

3

 

x
x
x
 

0.6 0.3~0.4 

0.3 0.1 

ととに VjH は議粒のま[Ilかさの程度をあらわず量で VjH~l の霧粒は大よそ午径 O.lmm

:j'J目立の位が 1J!ーっている議をあらわし ， VjH が大きくなるほど粒の小さい揺をあらわず。

また X1 は正:J さ 8m くらいのアカエゾマツ林で密度は 0.71 本fm~ でー下位が多い。 X~ は高

さ 12m~13m のアカヱゾマツ林で，併[支は 0.18 つい'n1'C で下位がない。 X3 は 9m くらいの

トドマツとグケカンパ等の広葉樹との混合tH;f本で箔t度 0.27 ;;j，;jm2 で、あった。

.J-.の夫からわかるように V!H のえきな議では X3 の林は X3 の林の 10 分の 1 の効県し

かない。

JくにlU年Ill ]lc林が 1m2 当りどれだけあIì挺したかを孫粒の大きさ別にしらべてみると約 140

15'0 をまとめた結果

V / H 0 .4~1 1~10 1O~100 

捕捉量の上限 gim2 hour 600~2∞程度 200~50 程度 50 程度

となって粒が小さくなると念激に減少する。もちろん例外もかなりるり ， VIH二30~300 に

対し 150~450 g!m2 のような例が 12 例もあし VIH二O.7~1 に対し 1000~1700 g!m2 の
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ような例が 3 例もあった。

林の前縁の布IJ捉効県についてしらベアこ結果，とれに等しい効県を材、の l二回でイ14るには林の正:)

さの 2~3 1去の長さの 1j'~1 jが必裂であるととがわかった。

~ 2. 1952 年の観測計画と観測結果の概要

S 1.で;主べたように 1951/'1:'にはちがった林の 11\1の拍捉効県をしらべるととはできたが材、の

上回の柿捉と，林1泊の!liHJjlのあ日捉とを比較するととはできなかった。その理Ul の 1 つは!日間{に

日l~った網の高さが約 2.5m でその位置における ，~ünêは地伯ifífJJ止の 10 依はあるので調印治1111É

する湯水量も実際に地I白Î;M1dJt~する霧水量の 10 1[(;‘或いは 20 併にj主し，それらの加減副都に

よってその 10 分の 1 利!支の地耐の捕捉量を算出するととは説72が大きすぎてできなかったか

らである。もちろんアミのN~j迭に不備な点があったため，民:.r'(::の割合が大きかったととにも山

l"lはある。

それで、 1952 年度のり)~~:における観~JlIJで、は林前の制は， *巣地では地面すれすれのr" :J さに， )r:lr: 

!!i{では草の高さすれすれに立世した。

また林の上)frjのナdì拠については， 1 つの林についてたくさんの器械を使って詳細|に制査をし

た。使った装置は前年とるまり変りはないが林のなかの約 60m はなれた 2 筒丹Jí' Yl , Y2 に

観以IH与を立て， Y1 にはカヤの付かない網と，カヤイ.j'の制との 1 対を取り付け， Y2 1こは 2 )(iJー

を取リ付けた。

また林の下lこは， i<jtを上下をひっくりかえして泣き，木の一民から1~:fj下するしたたりを集めて

その量を調べた。

とうして得ら ，rl..たあrf~~によれば，林の上回の主1)1足早ーは， ll!F)Jjし裸地のあIl捉量の 6~11 仰で

るし林の葉から川TFする水の童は林が捕捉した査の 6 tlJから 10 割くらいで、あるととがわ

かったι

第 1章観測器輔

S 1.捕捉網

おH捉網の主要な排出は níjプドのものとほとんど 1， iJ じであるが， いろいろな部分に改良をかl え

た。大きさは 1/3 にちぢめたので、1dH~Ir'IÎWは 1尺 xO.9尺で首íj/'I三の 1/9 になったっしかしとの

有効Ti'ri lifのまわりに網を延長し，実際の網の大きさは1. 5尺 χ 1. 6凡であった。なぜとのよう

なととをしたかというと，網の周辺に(土木の伴などがあるので，とれらの影特のない買 rl'の部

分だけを使うためで‘ある(第 1~6 図参)!{()c

また，制には波を打たせてるるがその此の谷の下には水が流れやすいようにトタン板が取り

つけられている。とのトタン奴i乙議粒がくつついて説主をまねくおそれがあるので，そのトタ

ン板のドに取り付けた樋の両肢を向くしてそれをふせいだ。



林に土る霧の捕捉につレて(第H報) (大浦) 115 

第 1 図 Y1 の t17.1

第 3 凶 Y，観測点

第 5 図係地の網

第 2 図 Yl の網

(Y1 より林 lìÍJな望む)

第 4 図 Y2 の綱

者通~Clrめられた湯ノ)<1土ゴム管で

iJllI定装泣へみちびかれた。との i!!IJ

jむ装世 l士 fH 畑氏らの議ノk量計のiWI

店主去りと/lî) じで， ゴム~:~:~の〉じに付

けたI守から滴下する水il~;;jの護士を干E

気的に記録するようにしたもので

るる ι との装置が働き始めるまで

は白 11己雨量計をもっぱら JJJ いた。
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とのlL)イヤ， i:iJ量i汁のJ感度に比ぺて

調司の i白ulRヵ:小さいので，制j捉した

水が少なく精度が甚だ悪かった。

帝国i乙霧がぶつかった時の網の捕

捉率はn，! õ年ì!lll~ したが p 網にぶつ

かる風がどれほど広がるかはわか

らなかった、 今年は加.Ufl i] を使っ

て p 約 6 mjsec の風のなかに網

第 6 図草地の網(高さ約 80cm) を 45 0 ftfiけて泣き，そのまわりの

流械をしらべた。それには約 10cm の示ìl締のー方の41i乞ほそい針金で、 f ，'，l~ して風になびかせ，

なぴ、いた紺総の尻尾に他の絹紙の頭を持ってくるようにしてつづけていって 1 本の流棋を得

た。とうして得られた流棋の広がりから，制にあたる瓜の量は緋妨げ!!~いltJ合に泊りぬけるは安

の風の量の 0.73 11~でるるととがわかった。 もし制にカヤが付いている場合には， との値は

0.67 となる。 それで、， カヤがある場合の←湯のあIì捉率は 0.27 ， カヤなしで 0.29 であるとと

がわかった。ただし地lúi，平聞の網は風の広がる影響は無視してあIì捉率は 0.4として計算し

た。

S 2. 傘

木の葉やノj、校から落ちるしづくを受けるために林のドの地上に永の七ドをひっくりかえして

試位したが，とれは-，1îtU{の祥辿のイlî製の*を IJjいたι との五?とは 2 リットルも /J'(がたまると水が

もるのでp 傘の下にジヨーゴをつけた1慌を世いても ~lll\た/)'立を受けるようにした。

第四章測定結果

S 1. 測定地の状況

!以岸の林は大部分がダケカンパからなる広こ提出林でるったじ íiïfil~ l'(:引の iJllJ;，eによれば， Y1 観

;WJ点のまわりの 20mx20m の n'JI1WI亡ある木の数は

高さ 2m~6m 6m~10m 10m~16m 

本数 17 8 17 

で， 10m 以上の大きな木はすべてダケカンパ (Betula Ermani) であり， 10m 以下では，

ダケカンパ 3 本，ヱゾイタヤ (Acermono) 11 本，アォダモ (Fraxinus Sieboldiana) 5 本，

ミズナラ (Quercus crisρla) 4 本，ナナカマド (Sorbus comm九ta) 1 本，センノキ 1 イ〈で

あった。とれを 10m 以上の木についてみると，需度は 0.043 本1m2 で，落石におけるどの林

よりも疎で、あったししかも葉!土佐j冠に多く下は全く空いていた。
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Y2 観ìl!lJ.'.'i.のまわりの 20mx20m の岡杭 rJtの木の数は

高さ 2m~6ìn 6m~IOm IOm~17m 

本数! 10 9 11 

で， 10m 以上はすべてグケカンパであり， 10m 以下ではグケカンパ 1 オらアオダモ 14 本，

ナナカマド 2 本，アジサイノ1)ウツギ 3 本であった。とちらは Y1 よりさらに疎で 10m 以

上の木についてみると 0.028 本1m" でるった。 なおくわしいととは愉脇氏の報告を参照され

たい。

水平緋jはすべて十í'Jの高さ iこ取り付けた(第 1 図，第2 図，第 3 図，第 4 図参J!H) 。

裸i也の緋jは i引の風下の方の生地に穴を掘り，緋iの上而を地面と|司じ高さにした(第 5 図参

j限)。

主主主也の制はが'~ 6 図にあるように主主と同じ向さ，最f:J 80 cm の高さに試位した。

棟地， JW-地については第2 図を参加されたい。

S 2. 霧捕捉の効果に関して林と野原との比較

上に述べた地点でp 先i亡述べたような方法で測定された値を第 1 去に示しである。単位はす

べて 1m" 当りの降水量に換算しである。 ととで林前の平地i亡設出した下IJ量~Iーによる記録か

ら，どの相度のl:fjが降っていたかを推定できる。

26 日から 27 日のあけがたにかけて現われた惑についてみると， Y1 に取り付けた網から得

られた紡よ~によれば， Y1 の林は 1m" 当り 6kg の霧水を捕捉している。またもの網からは，

その附近の林は約 8kg/m2 の霧水をおn捉しているととがわかる。 しかるに野原では，視地，

草地とも o. 75~0.8kg/m2 程度の霧が捕捉されているだけであるc すなめち林は平地の 8 併な

いし11仰の霧を捕捉しているととになる。なお網から下に流れないで，したがって測定にかか

らないで残うている水があるために実際に捕捉した量は表の値よりも少し多いはやであるが，

とれを多く見杭って 0.3 kg/m2 くらいであるとしても p 林の効果は平地の 6 倍ないし 7 併は

あったととになる。とのとき，霧粒の大きさはどれほどのものであったかはわからないが，粒

がノトさければ林の効果はもっとはっきりとあらわれたであろう。それにしても，第 I 章 S 1. 

に述べたように林の柿正月によってお11捉の効果が 10 倍ほどもちがうととがあるととを考えあわ

せると p 広葉私j林で野町の 10 供くらいの捕捉効果があるとすれば，一般の林では野原の 6~

60 伐の効果があるといってもよいであろう。

S 3. 林の梢からしたたる水の量

第 1 表を見ればわかるように，傘で受けた水は林があIl捉した議水量よりも一般に少ない。も

ちろん，サンプリングの位位による平均からの十れもあるので正確な議論をするととはできな
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いが，ととで得られた結県だけからいえば木の葉やノj斗支から地上にしたたり落ちる水の量は，

樹冠でお1)捉した霧氷の 6 剖から 10 訓くらいであるようである。 Y1 の林は一様に混んで、いるの

でサンプリングの位世がI'tF.いために平均からのt-れが大きくなるというととはあまり考えられ

ないが， Y2 の林では大きなすきi[\Jがあるので(第 3 図参!!のその心配がある。実際Y2 の林は

もよりは余計霧ノJ立を捕捉しているはす=であるのに地上に滴下したJ)(の量は Y1 よりも少ない。

もちろんとれはサンプリングのせいだけではなく，網によってわかるのは林のなかに入り込ん

だY主であってそれが捕捉されるのはむしろそとよりも風ドの樹冠であるのに ， fj戸で受けるのは

まさにその附近の林の葉が従えた議7)(で、あるから，そのためにくいちがうととも Jまえなければ

ならない。

S 4 , 捕捉網の取付位置による捕捉量のちがい

第 1 表で Y1 附近のナ11)捉量と， Y2 r年Hlí:の林の捕捉量とを比較すると，常にもの方が多

いととがわかる F とれは， Y~ の方がすきまが多く，風が辺りやすいので p 霧が余計に林のな

かに吹き込まれるためで、あると考えられる。

しかし， I'Îj じ Y'1 でも，お肘足事!司を J[瓦 1) 小j けたイ立世により， 1与ら ~1る討r*はまちまちである。

第 7 図はfI{{手11 27 ~I三 8 )J 13 日の夜から 14 日の刊にか

けてでた議について， Y:1 に ll'x.り小j けた 4 つの網から件

られた結県で、まうる。実線はカヤを付けた網から件られた

もので，その網を取り付けた位世の 1m" のノ1'(-'1'-凶I 在二|二

から下へ 1 時間 lこ泊り抜けていった霧水量 M であれ

lJ~紘はカヤのない捌から件られたものでその網の位置の

1m2 の水千百を 1fI争問 l亡上からドへ jffi り抜けた孫の丑

M と，下から J'，へ泊り抜けた蒜の量 N との手nM→ N

をあらわしている。横!担h tこは時刻を示し，縦~Irhにはモの

時刻の 30 分前から 30 分後までの HキlIiJの M 或いは

M+N が示されている。 とれをみてわかるととは， ':-1三

均的にみて p 点申込の方が実線よりも上にある場介も見 1 1'，

400 

WIJ 

ヨ00

一ーー- M 
---M+N 

される。とれは p ある場所における M の方がp その場 100 

所ーから 3m とはなれていない他の場所の M十N より

も多いととがあると L 、うととを示している。すなわち p

場所に上って M の量がすコいぶんちがうととがわかる υ

だからヰ木のおn捉量の 11:硲?なfl{lーを f与るためには，たくさん

の網をいろいろな問に振って， -'1'-均するととが望まし

い。 また見方を変えれば， N はあまりえきくないとと

り\.:1υ ，.. :h: 

20 22 () -l () 

第 7 図 Y2における 4 つの網に

よって得られた通過霧

7.1dﾏi: 
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を示しているのでp 林の捕捉した霧水量がどの担!立のものであるかをみるだけならば，カヤ付

きの網だけで得られた他を使つでも大きなあやまりは無いととがわかる。

林の標準捕捉量S 5. 

それから林の捕捉量 M-N (kg/m2 第 7 図のように M の値と M+N のfji'[が得られれば，

1 とうして伴られた他をその時の霧水量 cp (gfm3) で割れば，は字予易 l亡日 1-1;1=で、きる。hour) 

表2 第

Y2 Y1 測定点

K U c I <P K U c / <P 時日
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g/m3 の霧がでプこときの林の:tJ[l捉量 kg/m~ hour がわかる。 と Aしを第 2 }，三に示す。とれを落石

の林と比較するために， tr~ 3 去に前年の結果を示す(とれは11'1， "1三の桜台に相のまわりのJlli\の拡

がりの有IllEをしたものである〉。 とうして比較すると，以岸の林は落石の X3 附近の材よほど主n

f足しないï6'~ ， Xs 附5!Î.の材、よりはよくあ前足するというてよいであろう。 もっとも， I手品さでは :144等

粒の大きさがよくはかられていないのでうえのととを断汗するととはできない。

S 6. 渦動拡散係数 K の値

林の相附近と，それより約 3m ほどMJ い所ーと 2 カ所ご ìJlllうとされた v の他から. ~n山方向の

v の勾配 θψ/θz がわかるので，とれで林の拍捉量 C を?切れば K を求めるととができる。第

2 去にはとうしてねられた K を m3/sec ニ 10 1 cmニ/~ec の単位であらわしてある。だいたい

1~5 m~/sec 純度である c とれを石川氏らが風速のZ-Lれの測定から件られた紡県刊と比較する

と， 0.1 ないし 0.5 サイクルの却問JJ数の乱流が持っている拡散係数に等しいしとのととから，

林が;援をおn捉する場合に大きな影響を.n'，っている乱流のJ反動数は 0.1 ないし 0.5 サイクルで

あり p 平均瓜辿が 0.5 m/~ec であるととを考慮すると， とめ ~r~ll)の大きさは 2.5m ないし 5m

程度であると二}}えられる。

第lV章あとがき

U以、土上.νい、ろいろ来配llι1

れらの欠J点IA‘L を f必i止土)正[ヒ:しつつ2訓川刈II川1);定4む:数をふふ当やしていきたい。

との稿を終るにあたり，集めた霧ノ1\を ì!llJ定するカウンターを川;立ーし， 保守して下さった、佐々

ならぬ御計ゾJ に対し， /JI'J:1lI氏， jjtiliíi]l\:，松村氏にì~~ïlt，:の感謝をする b また自記!日量計のデータ

{をとって下さった気象台の方々の1.1'jJ I'/立に対して，また筆者不在r! 1而倒なデーターをとって

下さったJX~治~~.f.r:IIÎ の:í.tIJI';:立に対して感謝の立をあらわす。また，との実験にあた 1) いろいろ御

指導下さった古川町n五教長にお干しを 11 1 し上げる。
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Observations were made on the capture of fog by forest at Akkeshi in 
summer of 1952. The forest w田 for the most part composed of birches, with 
many other kinds of broad-leaved trees 副nong them. It was shown that the 
amount of fog water caught by the forest was about six to eleven times 
asl訂ge as that caught by the open field. The amount of water d.ropping down 
from the fo1iage to the ground. was found to be almost equal to the amount 
cau._~ht by the forest, the former being not less than six tenths of the latter. 

The author had determined in the previous year the amount of fog water 
caught by the forest mainly composed of needle-Ieaved trees planted at Ochiishi. 
The amount of fog water caught by the broad.-Ieaved forest at Akkeshi was 
found to be smaI1er than that caught by a part of the forest at Ochiishi which 
was purely composed of needle-Ieaved trees. But the former forest caught more 
fog water than a broad-Ieaved stand among the latter forest did. 


